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【緊急声明】 安倍晋三元首相の「国葬」決定に強く抗議し反対します 

                  国際婦人年連絡会 

世話人 橋本紀子 前田佳子 城倉純子 

 

国際婦人年連絡会は、国連の掲げる平等・開発・平和の旗のもと、女性の地位向上、ジェンダー

平等の実現をめざし、全国組織 34 団体が結集し活動している会です。 

 

無法な銃撃事件により亡くなられた安倍晋三元首相のご冥福を心よりお祈り申し上げます。 

政府は、安倍元首相の葬儀を国葬として 9 月 27 日に行うことを閣議決定したと発表しました。

国際婦人年連絡会は、この「国葬」決定に、強く抗議し反対を表明します。 

主な理由として、政治家としての安倍元首相に対する政治的立場や政治姿勢に国民の評価が

分かれていること、国会で 118 回の虚偽答弁をしたことが明らかになっていること、国民の内

心の自由を無視して弔意を強制し、国家として全面的に礼賛することになること、国葬に関す

る法的根拠や基準についての説明が国民に未だなされていないこと、が挙げられます。 

元首相に対する銃撃を、民主主義を踏みにじる行為と捉えるのであれば、国葬を行うにあたって

は、民主主義のプロセスを十分に踏まえなければなりません。法的根拠となる国葬令は、1947 年

（昭和 22 年）に失効しました。国会での審議を十分に尽くした議決を経ずに閣議決定を行うこと

は憲法 19 条の「思想・良心の自由」に違反します。また、政府はカルト教団との癒着、特に選挙

への協力は既に多くの議員が認めており、疑惑の徹底解明こそ優先すべきです。 

国民に弔意を強要する安倍元首相の「国葬」の決定に強く抗議し、中止を求めます。 



【出典】 

①2020/12/21 東京新聞 TOKYO web 報道：「安倍元首相の虚偽答弁 118 回。立憲民主党が

衆議院調査局に調査依頼し判明」 

②有田芳生氏 7/25 立憲民主党「旧＃統一教会被害対策本部」第 1 回会合での発言

（YouTube 配信：有田芳生ヒアリング） 

③日本 TV「情報ライブ ミヤネ屋」7/26 報道：「二之湯国家公安委員長が統一教会関連団体

のイベントに実行委員長として名義貸ししていたことを認める。」  

④7/26 岸防衛相記者会見：「（旧統一教会に）選挙の手伝いを受けた」 

 


